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白鳥座SS型星に就いて　（2）

攣星課長木醸成麿

2・SS　Cyg型の星の外貌　SS　Cyg型星と云ふ名士を附したのは，今慮れか

ら設明する所の一群の中で，最も詳細に研究調査されて居る白鳥SS星から由

亡して居るのである．之は，むしろ，今日までは，双子U型星と呼ばれ，或る種

のカタログでは依然そう呼ばれて居る．それはUGem星の方が，　SS．Cyg星

よりも焚見が可なり古V・からである．然し，光度とか位置とか，色々の黙で，

後に獲見されたSS　Cyg星の方が研究が，とにかく，行きとy“v・て居り，（完

全では勿論なv・が）且つ後の説明でも判明するが，UGem星よりも，　SS　Cyg

星の方がこの型の攣光性を多分に代表する黒占が多いから，UGem型星と云ふ

よりも，敢てSS　Cyg型星と呼んだ次第：なのである．

　さて，早く大ざっぱに云って，此の型の星は，極小時に於ては比較的離隙な

光度に停って居り，其の期間は個’々の星にもよるが，概して20日乃至50日位の

ものである．かう云ふ『三崩な極小時が或る期間績いた後，大ザツパな，云はXN

孚週期的に，突如急激な光度の上昇を行ぴ，蓮かに極大光度に達して，其の光

度を湿る期間（通例，極小期間より可なり短い）縫短した後，今度は，上昇時に

比較すれば，可なり綾かに減光して，途に本土の極小光度にまで降り切ってし

まふのである．こう云った光度曲線は，非常に定型的なものであるから，少し

入念に観測された星ならば，この型に塗するか否かの辮別は容易である．

所で，tのSS　Cyg型中，或る場合の極大の様相と週期（長週期星やδCep

型星の意味に於ける週期とは可なり遽つた意味である事は云ふまでもなV・）の

長さの露では，一寸異った所があるもの玉，大体の性状はよく似て居る所の，

云はy“，SS　Cyg型の亜型と云った一群がある．　EPち其の中㊧代表的なZCam

星に因んでZCam型と呼ばれて居る一群である．この型は非常にSS　Cyg型

とは密接な關聯がある．EPち目に見へた所の光度攣化の経過檬相等は，　SS　Cyg

型星で経験される所のものと，本質的には同様だと考へて然るべき幾多の理由

が存する．故に本論では，雨型は軍一群をぱ形成して居るものとして取扱って

行き度い．

　撮て，SS　Cyg型星の大部分は極めて微光の星が多い．此の黙は，アマチュ

アの観測家にとって，眼覗的な光度観測を行ふものには，可なりのロ径（アマ

チLアとして）を要し，猫ほ其れでも極大附近のみの観測しか途行出來ぬ星が

多V・．専門家に於ても，同様に光度の淡い事は，分光方面の観測を困難にして

居る．從って，現在の所，分光的方面とか，色に關する方面で知られて居る知
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識は，甚だ僅少なのである．其れ故に，分光的，叉は色と云った方面の事は，

今日迄の所，：或る一個の星を目指して，この型の星に回すべきか・然らざるカtl

を決定する準擦には採用されて居らなかったのである・（專ら・外型的の光度

憂化に頼るより外，：先づ仕方ない．但し，其れが非常に定型的であり，特性が

張いから，類別上，さしての疑念はないが）．

　3．SS　Cy9型星の表

　　　　　　　　　　　　　第1表　白鳥SS型の丁丁

星　の　名

RX　And

VZ　Aqr

CV　Aqr

UU　Aql

FO　Aql

KX　Aql

AT　Ara

BF　Ara

FV　Ara

SS　Aur

Z　Cam

EP　Car

BV　Cen

MU　Cen
NN　Cen

V373　Cen

BP　CrA

ss　cyg

EY　Cyg

HN　Cyg

V337　Cyg

AB　Dra

XZ　Eri

AH　Eri

AQ　Eri

U　Gem

AW　Gem
AH　Her

CII　Her
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　　　2．6時間に壇光1m

　　　3・色指数は＋0．1（準均極大）；一〇．1（短期極大）；＋0．3（極小）．分光と一致

　　　4・色指数は＋0．3（極大）；0．6（極小）；極大では白色叉は青白色

　　　5．白色
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　第1表には，過去十年間の間にSS　Cyg型だとされ，猫今日でも多分そう

だらうと思はれて居る星を全部丸丸した．．但し1940年度Schneller氏のカタロ

グにより，筆者の手で補正を行ったから原著とは幾分の異動がある．此轟には

捌fて居ないが，原著の次章に掲載されて居る所のRCrB型星（乃至其の疑ひ

を持たれるもの）の集録表に比較すると，比較的，疑問，又は誤謬と云った星

が少ないのは，先刻來云って來た様に，SS　Cyg型星の有する攣光性の明確さ

に由託する所の軍純な，而も，特異的な標準が然らしめて居るのであらう．奮

いで第2表には，第1表中から’確實にSS　Cyg型だと見込のつV・て居るもの

をぱ再び集録して，其の各個の要素を略示したが，上記の第1表に於て1比較

的誤りの少いと云ふ事は，第2表からのみ出した所の（後に論明する）見掛の光

度とか，銀経，銀緯等の決論は，假りに第1表の星がすべてSS　Cyg型だと決

定されても，殆んど攣更する必要が認められない貼を注意していたy“き度い．

　さて第2表は，確定的なSS　Cyg型星のみの集録であるが，其の中“類型”

の欄でSS，　Z，と略示したのは，　SS　Cyg星類，　Z　Cam星類（狭義での）と

云ふ事を指したのである．

4・SS　Cy9型星の一般的な性質　第2表に出て居る総計36星を材料にして，第

3表の如き，光度，週期，位置（銀経，銀緯）の乎均が出る．但レ36星の全部の

材料が出揃って居ないから，右回値を出す場合使用した星歎は（　）内に示し

て置いた．

　　　　　　　　　　　　　　　第　3表

　　　　型極大鍍陣園1働光度i鞠醐銀緯分光
　SS　Cyg

　Z　Cam

悸部

ロ
11．0（12）

11．0（4）

1L7（36）

11．0（18）

の
4．0（8）

3．5（4）

3．7（18）

　い（15．0）

14．5

14．7（18）

（15．4）

62日目10）

20　（　4）

51　（16）

250（12）

22　（　4）

19　（36）

Bn：

F5：

　上の第3表に依って・SS　Cyg類とZCam類とを見較べて見ると・卒均週

期の黙で，SS　Cyg類の：方が可なり長く，又ZF均光度差も多少大きV・．　iLfの表

に使用した光度は，眼覗的，爲翼的の双：方を合せて其のまN使ったが，其れは

色指数が小さい（殆んど0に近い）様に思はれるから・敢てそのまsで算出し

た（從って多分誤差も大してあるまい）．然し乍ら，ZCam類は，　SS　Cyg類

よりは稽々晩期のスペクトル型らしV・と云ふ（今の所，乏くたよりない材料し

かないが）貧弱な誰櫨を酌量：すると，ZCam類の極小時に於ける！鳥眞光度は

（ZCam類5星は全部眼親光度で出て居る），　SS　Cyg類の極小光度に非常に

接近するか，乃至はそれよりも僅少乍らも弱くなるかも知れない，然し，この
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黒鯛はいつれにせよ，本論を左右する程の重大な事ではないと思ふからして，兎

に角，云ひ得る所は干均して極小時の見掛けの光度が15．0等程度であると云ふ

事である．（表に於ても判明する様に，極小時には見えないものが急なウ在るか

ら，其れ等は光度曲線の様子からして，極小光度を椎定する必要がある．）この

15．0等と云ふ値は新星を除いては，どの型の惑星の極小李均光度よりも淡いの

であって，この黒占から餓せられる定性的な推論（長命山型星やδCep星とは比

してSS　Cyg型星のみが特に遠亘離icあるとは云へなV・だらうから，必然其

等の星に於ける各種の定性的な理論を延長適用すれば）によれば，SS　Cyg，

ZCam雨容共に見掛のみならす絶甥光度も小さいと云ふ事が禺て來るのであ

る．其して，4均の銀緯は，新星も含めて，どの型の攣星の4均よりも高いの

であるが，但し高いとは云っても，猫ほ明かに認め得られる程度の銀河集中の

傾向は存在する．

　～二のSS　Cyg型星が，‘見掛上面v・のみならす，實際に於て綾星であると云ふ

結論は，SS　Cyg及UGem赤星の個有運動問題の論黙に立脚してParenago

及Kukarkin爾氏（N．　N．　V．　S．，4，249，1934）に依って達成された，彼等の

研究に依ると，SS　Cyg星の方は0”．118　±　O”．007，　U　Gem星の＝方は0”・058±

Ot’．004と云ふ個有運動を得て居る．未獲表ではあるが，特別の好意のもとに私

に通運された所の，最近のYerkes天文皇で測定された素話板上での固：有運動

の決定値によっても，如上のParenago及Kukarkin爾氏の得た値は満足に

近）・ものであるらしく，一：方van　Mannen氏によって與へられた最近の接近

三度と較べ合せても，共に大固有運動を有して居る事が再確認されて居る．依

って，是等の讃懐からして必然的に結論づけられる事は，爾星の絶銅光度（眼

親は＋10±3等星であり，よしんば許含誤差以上に不正確であるとしても，

SS　Cyg型星の扇星的な性格は殆んど誤りなV・．

　次にSS　Cygと，　U　Gem爾星の色指歎はGerasimovicとPayne雨氏

（HB，889，1932，第2表の注意書参照）に依って獲表されたが，其れに依ると

極小時には，極大時よりは幾分大きい月である事が見附けられた．との結果は

Kukarkin，　Parenago繭氏（N．　N．　V．　S．，4，252，1934）の獲表たる，即ち爲心

的の攣光範園は眼動的よりも大であると云ふ事によっても，更に裏書きされた

と云ってよい．猫ほ，極小時に於ける色は，スペクトル型ではA－F程度のも

のと想檬される．故に上述の所から推論される絶封光度は，この星が所謂恒星

の主系列にあると假覚する場合よクは，遙かに微光なのである．

4．SS　Cy9星より新星への蘭聯　さて次に興味を引くのは，　Z　Cam類星と，

SS　Cyg類星とに上述した，週期と光度差（短週期の方が光度差が小さい）の類

別的な差が存在するだけではなく，同じSS　Cyg類星中でも，短週期のものか
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ら，長週期のもの程（多分，どのSS　Cyg塑星でも）・攣光範園が或る一定の

増：加を示す事である・此の事は更に歩淫すNめて・KukarkinとPare黛ago南

氏により・（N・NV・S・・4・251・1934）SS　Cyg型星と新星との間には，或る

種の連繋をぱ形成して居るやうに考へられるものとして，この週期の増加こつ

れ・攣光範園の増大する現象を論義し・相田自信を以て論断されて居る．但し

一言附記すべきは，彼等爾氏が，SS　Cyg型星中最小週期の星として見立てS

居るAC　And星は，現在では星一型星に罵するものとされて居る黒占がやSキ

ズと云へぬ事はなV・．（AC　And星は，最初Guthnick及Prager繭氏より

星團型と考へられたが，其後観測が行はれた結果・各Maxの様子・極大郭者，

其の縫績期間等に不揃の貼が多く見られるので・Lause氏が・極端な短週期の

SS　Cyg型の場合に相聾すると考へたのである．然るに再…三，最近に到って，

Lange氏や，　Florj　a氏により・光慶差も・週期も異なる二個の星團型星の合

成である事が提唱され，其の一見不解な光度曲線の攣化をぱ・見事に～多分

誤りはあるまい一解決した．此のAC　And星の事は暫く別として・本論た

る新星との關聯を・もう少し追究して見ると・現在までの所・能く観測された薪

山中，僅か二個のみが，明確に週期的（いつれSS　Cyg型星の場合以上に大ザ

ツパな意味で）であると考へる事が出來るのである・即ちRS　Oph．とTPyx

主星である．強V・て云へば第三番目の星として1667年に焚見されたオリオン座

の新星がこの中に入らない事はなV・・（この星は其後1750年，1892年に再塘難

した．光度は6・O一く12）第三星は暫く置いて，前の扇星はKukarkin及Pa、

renago爾氏によって與へられた所の

　　　　　　　　A　＝　O．63　＋　1．66710g　P

なる油鼠式によって，能く表はされるのである．このAは攣光範幽（光度差）が

等級で，Pは週期が日箪位で示されるのである・少し向ふ漏すではあるが，止ヒ

の式をぱ外延すると，普通の新星及超新星の週期は103乃至10τ年とV・ふ酒造

の値が出て來る・此の値は別個に夫々・爾型の新星の観測された頻度や，光度

等から見ると・全く無理由な出鱈目な歎とも思はれないのである・其れ故に夏

に論を進めると・新星も週期的であり・從ってSS　Cyg型星と關係の成立が可能

である事をぱ決して等閑に附してはならないと云ふ事になって干る・（つs’く）

　　　　　　　　　　　豆観測所を開く
　岐．阜市溝旗町に私設天盟観測所を設けてみる正村一忠君（追払員）は，小童の

先生に星の話を聞いてから室に興味を持ち始め，商費にカが入らぬE，お父さ

んから叱られたり，観測に夢中になって屋根から滑り落ち，機械や爲眞機をこ

はしたりしても，研究に飴念がなかった結果，本會の木邊槻測部．長に認められ

て會員となり，今度自費三十圓を投じて，同市．長森天王寺山に観測所を設ける

ことになった由．（或る新聞より，15－VIII－18）


